
茨木市 防災ハンドブック いざ！の行動 76

地
震
！
そ
の
と
き

土
砂
災
害
・
水
害
！
そ
の
と
き

と
も
に
助
け
合
う
①

と
も
に
助
け
合
う
②

大規模災害が起きた

とき、帰宅困難などで

父親がそばにいなくて

も、母親はこどもの命

を守り生き抜かなけれ

ばなりません。そのた

めにもまず大切なのが、身を守る行動。地震が起きたら

「頭を守る、しゃがむ、何かにつかまる」と、普段からゲー

ム感覚で親子で一緒に練習してほしいです。

避難所によっては乳幼児向けの救援物資が手に入りにく

いため、非常持ち出し品には必ずおむつやベビーフード、

普段食べ慣れているお菓子を用意しておけば、こどもの

心も落ち着きやすくなります。

災害が起きたときは誰もが不安です。そんなときこそこ

ども連れの母親や高齢者を見かけたら、

温かい心でひと声かけ、手をさしのべて

ください。
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たす あ

テレビや防災無線などの
情報が伝わりにくい

周りの様子が理解できず、
何が起こっているか分からない

避難所や在宅での
避難生活に対応できない

家などから
自分で出られない

助けを求める行動が
自分でできない

●障害があることが外見から分かりづらく、孤立する。
●避難所でプライバシーが守られない。
●人とのやりとりが苦手なため、環境になじめない。
●医療や介護支援がなければ生活できない。
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具体的な配慮のポイントは次のページ

（いざ！の行動8-9ページ）へ。
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苦しいときこそ温かい心で見守りを
くる あたた こころ み まも

災害時の要配慮者はさまざまなハンディを抱えており、災害時の状態や時期
によって支援内容が異なるため、きめ細かな対応が求められます。
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災害時の要配慮者とは

災害から身を守るため、安全な場所に逃げるなど災害時の行動をとる場合に配慮が必要な
人のことです。具体的には、介護が必要な高齢者、障害児・者、乳幼児などです。平常時
に何らかの支援が必要な人は災害が発生した場合、避難や避難生活がいっそう困難になる
ことが予想されるため、周囲の人による支えが欠かせません。

さい

ひと ぐ たい てき へい じょう じ

よ そう しゅう い ひと ささ か

し えん ひつ よう ひと さい がい はっ せい ば あい こん なんひ なん ひ なん せい かつ

ご ひつ よう こう れい しゃ しょうがい しゃ にゅう よう じじかい

がい み まも あん ぜん ば しょ に さい がい じ こう どう ば あい はい りょ ひつ よう

さい がい じ よう はい りょ しゃ

なん

ぼう さい む せん たす

じ ぶん

こう どうもと

まわ

いえ ひ なん じょ ざい たく

じ ぶん ひ なん せい かつ たい おうで

よう す り

なに お わ

かい

じょうほう つた

地震時の身の守り方を練習

障害者を交えての災害図上訓練
（名古屋）

中学生が障害者の避難を手伝う
訓練
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支援の第一歩は
心のバリアフリーから
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東日本大震災で被災した母親の体験談をもとに「防災

ママブック」を発行。母親目線の役立つ情報が詰まっ

ています。
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東日本大震災時に「被災地障害者センター」を設置。

被災した障害者を現在も継続して支援しています。
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被災地では「避難所の設備や物資が整っていない」と、自

宅に帰ってしまう障害者を見かけました。障害者の支援

方法を理解しすぐに動かないと、対応はどんどん遅れま

す。「誰か」ではなく「自分が」を心がけることが大切です。

障害者は「他人に迷惑をかけたくない」という気持ちか

ら、災害時に「1日だけ頼めても、1週間は他人に頼め

ない」と、トイレ介助を断る人もおられました。普段か

ら防災訓練などで交流し、顔見知りになれば、障害者の

人も安心して支援を頼むことができます。まずは、コミュ

ニケーションを取りあうこと。災害時だけではなく、日

常の交流や活動を通して、温かい関係を築いていきま

しょう。
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